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１　はじめに
　障害のある子どもたちには，マスクができない，白衣の人が
苦手，病室に入れない，診察室のまぶしいライトを嫌がる，絆
創膏が貼れない，薬が飲めない，触られることが苦手，体温測
定ができない，消毒を嫌がる，待つことや診察を受けることが
苦手などの特性がみられる。このため，病院での検査や受診が
難しく，予防接種が受けられない，血液検査ができない，レン
トゲン撮影ができない，心電図がとれない，器具を使った診療
ができないなどの問題が生じる。すなわち，歯科，耳鼻科，内
科，眼科などの地域医療にかかる難しさが存在する。
　このような問題を学校において解決するための取組として，
地域の医療機関との連携，医療が受けられる力を児童生徒に培
うこと，医療機関への理解・啓発を行ってきた。
　本稿では，特別支援学校において取り組んだこれらの一連の
実践を紹介し，合わせて，地域においてこのような実践を推進
していくための課題について整理する。
２　地域の医療機関との連携
　医療機関との連携においては，まず子どもの障害特性を医師
に伝達し情報共有を図った。その上で，診察の流れについて，
その内容や受診場面に関する情報の提供を受け，その流れに
沿って事前に学校において受診の練習を行った。受診の流れに
沿った写真カード（図１）を使用しながら，受診機関の様々な
場面を撮影した動画も活用した。これらのカードは実際の受診
場面においても使用した。このような学習を学校において事前
に行うことにより，多くの子どもが医療機関に受診できるよう
になった。また，写真カード以外に，子ども自身が流れを理解
できるように受診の手順を示した手順カード（図２）を作成し
た。さらに，医療機関に子どもの情報を伝達する道具として受
診サポート手帳（図３）も作成した。
　具体的な地域医療機関との連携としては，総合病院の歯科口
腔外科との連携，学校医である内科医との連携，学校歯科医や
障害者診療医との連携などがあり，その連携過程において写真
や動画を撮影することができた。このような作業を行うことに
より，学校と医療機関が顔見知りとなることができ，受診に向
けた専門的なアドバイスを得ることができた。
３　医療が受けられる力を培う
　医療が受けられるようになるためには，まず健康診断を受け
られるようになることが必要である。そこで，健康診断のため
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図１　写真カードの例（歯科診療のための写真カード）
図２　手順カードの例（歯科診療のための手順カード）
図３　受診サポート手帳
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の事前指導として，内科，眼科，耳鼻科，歯科，心臓検診，レ
ントゲン撮影などの場面を取り上げ，見通しを持って受診でき
るように，ここでも手順カードを作成して使用した。また，歯
鏡，心臓検診に使うクリップ，鼻鏡，耳鏡などを見たり，触っ
たり，付けてみたりしながら，検診器具に慣れるための事前学
習も行った。実際の学習内容の例として，心臓検診のために検
診場面に見立てたベッドを作成し，手順カードを示しながら，
実際にクリップを付けて練習した。また，子どもに人気のある
人形を子どもに見立てて，その場の状況を提示したりもした。
これらの事前学習は，実際の検診場面に近い設定の中で実施
し，短時間の学習を繰り返し実施した。これは，数回の学習で
は，かえって恐怖心をあおる危険性があるためである。
　
４　医療機関への理解・啓発
　医療機関への受診困難に対しては，学校において積極的に指
導していくことが必要であるが，合わせて地域においてもその
困難について理解してもらう必要がある。そこで夏休みなどの
長期休業期間に，県が作成したパンフレット「安心して診療を
受けたい！」（新潟県，2016）や学校要覧などを持参して校内
のコーディネーターと一緒に医療機関を訪問し，その理解・啓
発活動を図った。訪問した医療機関は，障害児歯科認定医，小
児科医，小児神経科医，地域の総合病院，保健所，地域歯科医
師会，市役所の福祉課やすこやかな暮らし支援室，子ども発達
支援センターなどである。また，「発達が気になる子どもの医
療・相談機関」ハンドブックを現在作成しており，今後，障害
のある子どもの医療受診や相談機関についての情報提供などを
行っていく予定である。
５　活動に対する関係者の評価
　紹介した医療機関との連携に向けた活動により，生徒自身，
保護者，医療機関より好意的な評価を得ることができた。その
一部を以下に紹介する。
　生徒から，次のような評価を受けることができた。
　　歯医者さんに行って・・・
　　 　ちょっと怖かったけど，がんばりました。保健室で練習
して，いい感じでした。怖くなくなりました。
　　 　Ａ病院では，治療をがんばりました。ちょっと痛かった
けどがんばりました。むし歯にならないように歯磨きをが
んばっていきたいです。
　保護者からは次のような評価を受けることができた。
　　 　定期的に血液検査が必要な息子，最初は大暴れして，採
血するのがとても大変でした。受診前には，保健室で本番
さながらの採血の練習を繰り返し，回数を重ねるごとにス
ムーズに受診できるようになりました。先日の受診で医師
に褒められた時の息子の誇らしげな表情が心に残っていま
す。歯科受診前も保健室で探針の練習をしてもらい，今で
は不安なく定期的に受診し，虫歯をつくらないようにして
います。
　　 　卒業前の今，家族だけでなく，先生方，ヘルパーさん，
病院に協力してもらい，あきらめずに続けてきて本当に良
かったと思います。「やればできる！」体験は，息子だけ
でなく，私にとっても大きな自信となりました。
　また，歯科医師からは次のような評価を得た。
　　 　歯の治療は，大概誰でも嫌なものです。障害のあるお子
さんたちは，どんな風に思っているのでしょうか。こちら
は数回の出会いだけなので，なかなか思いが推し量れませ
ん。そんな折，特別支援学校の先生方と出会い，そのお子
さんの特徴や生活状況を教えて頂けるようになり，大いに
診察に役立ちました。対応に難渋することも多いですが，
お子さんたちの純粋な眼差し，それを見守る親御さんの温
かい笑顔に支えられて，日々の診療を行っています。
６　おわりに
　特別支援学校の子どもたちが地域の医療を活用できるように
なるためには，小さい時からかかりつけ医を持つことが必要で
ある。健康診断は病気を見つけるための場のみならず，そのも
のが重要な学習場面である。また，自立のためのライフスキル
として，爪を切る，鼻をかむ，マスクをするなどの学習も重要
である。これらの学習に対しては，できないと思わず，早期か
ら根気強く取り組んでいかなければならない。
　また，「特別支援学校における医療受診支援」に関連して，
今後さらに以下のような内容について検討が必要である。
　まず，学校現場と医療現場が，障害のある子どもは受診が困
難であるという実情をより一層理解していく必要があり，その
ためのさらなる啓発活動が求められている。今後，特別支援学
校における地域のセンター的機能のひとつとして位置付けられ
ることが期待される。
　また，今回紹介したような健診受診スキルを共有し，子ども
たちがそれらを身に付けることができる場を提供して行く必要
がある。その際，個々の子どもの状態に応じて，各学校が受診
スキル習得のための学習方法を工夫していくことが必要である。
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